
３ 応急対策

災害直後は、大松沢及び崩壊斜面には、大量の土砂と残雪が不安定な状態で残存しており、融
雪と相まって濁水がたびたび発生し、降雨等による土石流が懸念されたため、「清津川支流一級
河川大松沢川土砂災害現地対策本部」を十日町市中里支所に設置し関係機関が連携し対応。中越
森林管理署では応急対策として土石流センサー２箇所、仮設大型土のう堰堤を緊急に設置、下流
では新潟県十日町地域振興局で応急導流壁を設置、大松沢を横断している県道では、十日町市で
２４時間監視を実施しました。また、警察、消防とも連携し、緊急連絡体制を整備し有事に備え
ました。

大型土のう堰堤設置：平成１８年４月２７日（増強５月１２日）

土石流センサー設置
平成１８年４月２２日

応急導流壁設置（新潟県施工）平成１８年４月２１日

清津峡温泉

説明会（平成１８年４月２３日）対策本部設置（平成１８年４月２４日）


